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号

外

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

ゝ
ゞ
〃
〃
〃
〃
仝
々

選管
確定

＾
‾
＿
＿
＿
＿ヽ
ヾ

⊂⊂⊇
∪
∪
∪∧ ⊂⊂ ∩

∪
∪
∪

⊃

共

当 ４９ ５６５ 山本 龍 無現③

３９ ４３９ 岩上 憲司 無新

１２ ５６４ 中島 資浩 無新

９ ４２８ 店橋世津子 無新

７ ５９７ 佐田玄一郎 無新

２７７ 海老根 篤 無新

（無効９１７票、不受理・持ち帰り０票）

敬称略。丸数字は当選回数。四角囲みは推薦政党。

共＝共産

３選を果たし万歳する山本氏

午
後
９
時

分
ご
ろ
、
野

中
町
の
山
本
氏
の
選
挙
事
務

所
に
吉
報
が
伝
え
ら
れ
る

と
、
集
ま
っ
た
支
援
者
か
ら

大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
湧
き

起
こ
っ
た
。

ひ
と
し
き
り
喜
び
を
分
か

ち
合
っ
た
山
本
氏
は
、
紅
潮

し
た
表
情
で
「
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
す
。
約
束
し
た
こ
と

は
し
っ
か
り
果
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
一
緒
に
前
橋
を
引

っ
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
語
っ
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
前
橋
市

長
選
は
９
日
投
開
票
が
行
わ

れ
、
無
所
属
で
現
職
の
山
本

龍
氏

が
４
万
９
５
６
５

票
を
獲
得
、
５
新
人
を
か
わ

し
３
選
を
果
た
し
た
。
前
橋

市
長
選
で
現
職
３
期
当
選
は

年
ぶ
り
。
投
票
率
は

・

％
（
男

・

％
、
女

・

％
）
で
、
過
去
最
低
だ

っ
た
前
回
を

・

㌽
上
回

っ
た
。

山
本
氏
は
、
選
対
幹
部
の

自
民
党
県
議
や
支
援
市
議
の

地
元
を
中
心
に
全
市
を
く
ま

な
く
回
り
、
「
市
政
継
続
」

を
強
調
。
浮
動
票
も
取
り
込

み
、
逃
げ
切
っ
た
。

元
県
議
の
岩
上
憲
司
氏

は
、
山
本
氏
と
反
目
す

る
市
議
と
と
も
に
「
市
政
刷

新
」
を
旗
印
に
現
職
批
判
を

展
開
し
た
が
、
一
歩
及
ば
な

か
っ
た
。

唯
一
の
女
性
候
補
で
共
産

党
推
薦
の
元
市
議
、
店
橋
世

津
子
氏

と
、
出
馬
表
明

が
遅
れ
た
元
み
ど
り
市
議
の

海
老
根
篤
氏

、
９
期

年
の
国
政
経
験
を
前
面
に
打

ち
出
し
た
元
衆
院
議
員
の
佐

田
玄
一
郎
氏

、
党
派
に

よ
ら
ず
草
の
根
選
挙
を
展
開

し
た
元
市
議
の
中
島
資
浩
氏

は
浸
透
し
な
か
っ
た
。

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

（１） 明治20年創刊 (令和２年)（１） 明治20年創刊 (令和２年)


